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地域共同テクノセンター活動報告の発行にあたって 

  

 

 

国立米子工業高等専門学校 校長 寺西恒宣 

 

                

 

米子高専における地域貢献への取り組みは、人材育成、科学技術相談、共同研究、技術開発等の地域ニーズに

可能なかぎり応えるという「地域協力」の形態で始まりました。 

平成 3年には、「米子高専の振興発展に協力するとともに、地域の文化・学術の発展に貢献する」ことを目的と

した「米子高専振興協力会」が結成され、本校と地域企業の連携のもとでの共同の事業が行われるようになりま

した。その後、教育研究機能の向上と地域経済の活性化の推進を図る拠点とした「地域共同テクノセンター」を

平成 16年に設置し、このセンターを中心として産学官連携活動等に力を入れており、多数の技術相談、企業等と

の共同研究・受託研究や人材育成事業等の実績を積み上げてきました。 

現在、この地域共同テクノセンターの役割は産学官連携活動の推進、共同研究のコーディネート、小中学生の

理工系離れ対策の公開講座や出前授業の実施、学生や企業技術者を対象とした人材育成事業の展開（地域共同教

育による技術者の育成など）、まちづくり活動支援など多岐にわたっています。 

また、平成 23 年度から新たにオープンファクトリー（本校学生への地域企業の紹介・説明する事業）を開始

し、平成 24年度からは地域企業のニーズを卒業研究（本科 5年）や特別研究（専攻科）のテーマに取り入れて、

地域産業振興やものづくり基盤の継承を図ることを目的とした新規の共同研究事業を始めております。 

さらに、平成 29 年度からは米子高専振興協力会の人材育成事業「人と技術を育てる（BeYOND）」を開始しま

した。第 4 次産業革命、100 年に 1 度の大変革期と呼ばれる時代の中、将来各社の企業戦略立案を担う人材の

育成「人を育てる（h-BeYOND）」および技術イノベーションを担う人材の育成「技術を育てる（t-BeYOND）」に

取り組んでいます。 

一方、本校では米子高専卒業生ネットワークを活用した「地方創生」事業への取り組みや県内における医工連

携活動にも注力しており、工学のみならずさまざまな分野の知識を工学と複合活用できる人材の育成、そして育

成した人材の地域への供給などを目指しております。 

本報告書は、令和 3年度に実施したこれらの諸活動および共同研究、受託研究、技術相談などの共同研究事業

等に関する活動報告です。本報告書を有効活用していただくことにより、さまざまな分野における新たな連携や

新技術の創出、地域の活性化が一層進展することを願っております。 

今後も、本校は地域における産業界等との連携による先導的な職業教育の取り組みの促進、教育内容・教育方

法の改善や、地域のニーズを踏まえた新分野への展開等の教育組織の充実を図るため、鳥取県、近隣の自治体や

高等教育機関、地域産業界・金融界等との連携を強め、米子高専振興協力会との連携活動や卒業生ネットワーク

の構築・運営を通して継続的に地域の産業振興に貢献したいと考えています。 

令和 4年 7月 
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Ⅰ．米子高専振興協力会 

沿革 

平成 13年 12月 鳥取県東・中部の企業 20社からなる「米子工業高等専門学校振興協力会」を結成 

平成 17年 07月 
鳥取県西部・島根県東部の企業 50 社と米子市からなる「米子工業高等専門学校中海
振興協力会」を結成 

平成 14年 07月 
「米子工業高等専門学校振興協力会」と「米子工業高等専門学校中海振興協力会」を
統合し、「米子工業高等専門学校振興協力会」となる 

 

会員動向 

  令和 4年 3月 31日現在、会員数 205（令和 3年度中の新入会 6、退会 3）。 

 

１．役員会 

日 時 令和 3年 7月 8日（木）14：30～ 

場 所 Microsoft Teamsによるオンライン開催 

内 容 令和 2年度事業報告・収支決算報告、令和 3年度事業計画・収支予算案 他 

 

２．総会 

日 時 令和 3年 7月 20日（火）～31日（土） 

場 所 書面による開催 

内 容 （１）令和 2年度事業報告及び収支決算報告について 

 （２）令和 3年度の会費減額について 

 （３）令和 3年度事業計画案並びに収支予算案について 

（４）その他 

   ・人を育てる（h-BeYOND）令和 2年度活動報告および令和 3年度事業計画について 

   ・米子高専近況報告 

      ・地域共同技術研究、開発援助費の成果報告 

 
３．企業見学会（コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

・鳥取県東中部地区 

・鳥取県西部地区 

 

４．特別講演会（コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

５．新年交流会（コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

６．人と技術を育てる（BeYOND） 

平成 29 年度に振興協力会の新規事業として「人と技術を育てる（BeYOND）」を立ち上げた。BeYOND の目

的は、振興協力会会員企業の人材育成（「人を育てる（h-BeYOND）」）および基盤となる技術の獲得・創出（「技

術を育てる（t-BeYOND）」）､ならびに地域の更なる発展・活性化である。 

令和 3年度は、前年度に引き続いて、企業戦略分析方法などを学ぶ「人を育てる（h-BeYOND）」を Microsoft 

Teamsによるオンライン開催とした。 
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・人を育てる（h-BeYOND） 

  日 時：第 1回 令和 3年 19月 16日（木）18：00～20：00 

第 2回 令和 3年 10月 21日（木）18：00～20：00 

第 3回 令和 3年 11月 18日（木）18：00～20：00 

第 4回 令和 3年 12月 16日（木）18：00～20：00 

第 5回 令和 4年 11月 20日（木）18：00～20：00 

第 6回 令和 4年 12月 17日（木）18：00～20：00 

第 7回 令和 4年 13月 17日（木）18：00～20：00 

第 8回 令和 4年 14月 21日（木）18：00～20：00 

第 9回 令和 4年 15月 19日（木）18：00～20：00 

 

開 催：Microsoft Teamsによるオンライン開催 

 

内 容：5年目の「人を育てる（h-BeYOND）」は参加要件として「現在リーダー的な立場の方、近い将

来リーダー的立場あるいは事業戦略立案の業務への任用を予定している方」として募集し 6

名の方に参加いただいた。また、第 1回（キックオフ）は参加者の上司にも出席いただき開

催趣旨・実施内容を共有した。 

 

＜主な実施事項＞ 

・キックオフ：開催趣旨、内容の確認。自己紹介（含む上司）など。 

・SWOT分析：自社の「強み」「弱み」自社を取り巻く環境の「機会」「脅威」を分析。 

・クロス SWOT 分析：SWOT分析より「自社の弱みを克服して機会をとらえる」など戦略を立案。 

・オープンイノベーションの進め方： 

「対応できる技術が自社に無い」など自前でイノベーションを行えない場合の手段として、

オープンイノベーションを学んだ。 

・デザイン思考型経営における知の創発システム： 

  予測困難な時代（VUCA）に対応するための思考法（OODA等）を学んだ。 

 

＜講師＞ 

株式会社 NTTデータユニバーシティ 取締役    角  正樹 氏 

株式会社メディビート 取締役最高技術責任者   木村 勝典 氏 

株式会社 U'eyes Design 代表取締役社長      田平 博嗣 氏 

 

    結 果：アンケート結果からも参加者及び上司から高く評価され所期の目的を達成した。 

上司コメント例：今回の受講により必ず将来の弊社の大切な人財になってくれると信じてい

ます 

 

   

７．企業ガイドブック 

令和 3 年 12 月、米子高専振興協力会会員

を紹介する「企業ガイドブック 2022」を 800

部発行した。ガイドブックは、本校の本科 3、

4 年生および専攻科 1 年生にキャリア支援室

を通じて配布し、進路の資料などとして活用

された。 
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８．オープンファクトリー 

学生のキャリア教育の一環として、地域共同テクノセンターとキャリア支援室が連携して、オープンファ

クトリーを実施し、振興協力会 26会員が参加した。 

オープンファクトリーは 2 年生に向けたプレインターンシップとしての要素を備え、身近な地元の企業を

見学し、業務内容の理解や仕事における心構え等を学ばせる。この機会を通じて、将来の就職や進路を考え

るきっかけを学生に与え、ひいては地元に優秀な技術者を確保することを主な目的としている。 

当年度は、新型コロナウイルス感染症の感染リスクに配慮しながら企業様と調整を行い、現地に赴いて

の見学、オンライン見学や本校に来ていただく形での説明会等、様々な形態で対応いただいた。10月 14日

（木）から 10 月 15 日（金）の 2 日間実施し、2 年生だけでなく、総合工学科へ改組したばかりの 1 年生や

遠隔地に赴いての見学が困難だった 3年生が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．産学官交流事業 

１．KOSEN EXPO 

日 時 令和 3年 10月 20日（水）・21日（木） 

場 所 オンライン開催 

主 催 (独)国立高等専門学校機構 

内 容  『研究・教育の成果の社会実装を目指す高専』と『高専の技術・アイデアを活用した課題解

決を目指す企業・団体等』との、連携（マッチング）を目的としたイベント。高専教職員の大

多数が視聴し、本校学生も高専発表を行った。併せて企業発表もオンラインで LIVE配信され、

オンライン企業展示には、振興協力会 11会員が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受入会員： 

＜1年生＞㈱イナテック鳥取、TVC㈱、㈱山陰ビデオシステム、㈱守谷刃物研究所、㈱鳥取最上インクス 

＜2年生＞秦精工㈱、㈱キグチテクニクス、㈱日立金属安来製作所、㈱日本マイクロシステム、三光㈱、 

リコーインダストリアルソリューションズ㈱、㈱八雲ソフトウェア、㈱ケイズ、JUKI松江㈱、 

㈱サテライトコミュニケーションズネットワーク、戎屋化学工業㈱、I-PEX島根㈱、㈱日新、  

ニッポン高度紙工業㈱、㈱エスジーズ、㈱フィディア、㈱ミヨシ産業 

＜3年生＞中国電力㈱、山陰酸素工業㈱、㈱出雲村田製作所、神戸天然物化学㈱ 

 

※順不同 
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２．令和 3 年度 KOSENフォーラム 

日 時 令和 3年 12月 13日（月）・14日（火） 

会 場 Microsoft Teamsによるオンライン開催 

主 催 (独)国立高等専門学校機構 

内 容  高等専門学校の教職員が、教育・研究の質の向上、教育方法の開発推進及び研究・産学官連

携の一層の推進を図るための研究・事例の成果発表や意見交換を行い、教職員の資質や教育・

研究のポテンシャルの向上を目指すことを目的としている。 

本校は 14日に、オーガナイズド・セッション「高専教育におけるリベラルアーツの具体化の

方途―理念・カリキュラム・組織」を企画・実施し、リベラルアーツセンター員の竹内 彰継 教

授が「失敗学のすゝめ」を発表し、質疑や意見交換を行った。 

 

 

３．その他 

・地域創生人材の育成・定着推進事業 

平成27年度から5ヵ年事業として、鳥取大学をはじめとする県内の高等教育機関と連携して「地（知）の拠

点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」を実施し、自治体や企業等（米子高専振興協力会）と協働し、地

域の企業や技術に対する学生の意識を向上させ、地元志向・定着を実現するための取組みを行ってきたが、本事

業は令和元年度にて終了した。「地域創生人材の育成・定着推進事業」は、ＣＯＣ＋事業の成果を継続・

発展させる事業として、県内の高等教育や自治体、経済団体等 18の機関が連携・協力し、「地域創生人

材（鳥取県の創世の核となり得る人材）」の育成と県内定着を目指す取り組みである。 

具体的な取り組みとしては、新たに計画され実施された「学生と企業の交流促進事業：どこでも会社見学＆Web

交流会」及び「学生の県内就職フォーラム：鳥取地域人材育成フォーラム」に参加した。 

 

 

・JST「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」 

   本事業に令和元年度採択され、本校の総合工学科 化学・バイオ部門 粳間 由幸 准教授を代表として、

女子中高生の理系への進路選択を支援している。女子中高生の興味・関心を高めて理系分野へ進むことを

促すため、実験教室・公開講座等を開催した。また、女子中高生や保護者、教員に対して多くの理系女子

のモデルを示し、「理系の仕事は面白い」「女子でも理系で活躍できる」ことを理解してもらっている。 

 

 

 ・GEAR 5.0（未来技術の社会実装教育の高度化） 

   地域密着型・課題解決型・社会実装型など従来型の高専としての特長を生かしつつ、オール国立高専、

広範な企業、自治体、大学などとの連携体制という全国規模の「面」（基盤）としての体制の下、スケー

ルメリット、オール国立高専の資源を駆使した新たな人材育成モデルの構築、企業、自治体、大学などと

幅広く連携し、ユーザーサイドの視点も取り入れた効果的な人材育成など、高専だからこそできる人材育

成の質的転換を行っている。一つの学問分野だけでは解決できないテーマ（社会課題）に対して、様々な

分野の知見を生かしたアプローチで課題解決に結び付ける実践的な人材育成プログラムを開発する。 

本校の総合工学科 化学・バイオ部門 谷藤 尚貴 准教授が、「防災・減災・防疫分野」（エネルギー）の

協力校メンバーとして取り組んでいる。 
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Ⅲ．産学官連携会議 

１．令和 3 年度中国地区テクノセンター長等会議 

日 時 令和 4年 2月 24日（木） 

  開催校   津山工業高等専門学校 

開 催  Microsoft Teamsによるオンライン開催 

内 容   中国地区 8 高専のテクノセンター関連行事、産学官連携事業、外部資金獲得のための取組み

について報告がなされた。本校からは、山口 顕司 地域共同テクノセンター長、矢田貝 俊一

郎 企画・社会連携係長が出席した。 

 

 

Ⅳ．地域社会への参加・貢献 

１．各種委員会等 参加状況 

委員会等 所属部署 氏名 

とっとりバイオフロンティア事業運営委員会委員 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター研究評価委員会委員 

校閲委員 
機械システム部門 准教授 上原 一剛 

鳥取大学医学部附属病院治験審査委員会委員 

わかとり科学技術育成会西部地区実行委員会実行委員 
電気電子部門 教授 権田 英功 

米子ものづくり運営会議委員 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター研究評価委員会委員 電気電子部門 教授 新田 陽一 

とっとりバイオフロンティア事業運営委員会事業化支援部会委員 電気電子部門 教授 松本 正己 

第 33回全国高等専門学校プログラミングコンテスト実行委員会委員 情報システム部門 教授 河野 清尊 

Technical Adviser 情報システム部門 教授 森田 一弘 

NPO法人日本スマートバブル研究会理事 情報システム部門 准教授 角田 直輝 

外部顧問 情報システム部門 助教 内田 雅人 

鳥取県環境審議会委員 
化学・バイオ部門 教授 青木  薫 

鳥取県西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施設用地選定委員会委員 

米子ものづくり運営会議委員 
化学・バイオ部門 教授 田中  晋 

わかとり科学技術育成会西部地区実行委員会実行委員 

鳥取県西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施設用地選定委員会委員 
化学・バイオ部門 教授 藤井 雄三 

米子市環境審議会委員 

わかとり科学技術育成会西部地区実行委員会実行委員 
化学・バイオ部門 准教授 粳間 由幸 

日本高専学会理事 

境港市環境審議会委員 化学・バイオ部門 准教授 伊達 勇介 

米子市公共下水道施設地域連携方式包括的民間委託業務事業者選考等委員会委員 化学・バイオ部門 准教授 村田和加惠 

鳥取県耐震診断等評定委員会委員 

建築デザイン部門 教授 稲田 祐二 米子市水道事業審議会委員 

米子市立地適正化計画検討委員会委員 

鳥取県西部総合事務所県民福祉局指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員
会委員 

建築デザイン部門 教授 髙増 佳子 

鳥取大学入札監視委員会委員 建築デザイン部門 教授 玉井 孝幸 

米子市建築審査会委員 

建築デザイン部門 教授 前原 勝樹 日本建築学会中国支部 環境工学委員会委員長 

日本建築学会中国支部 鳥取支所長 

米子市地方創生有識者会議委員 

建築デザイン部門 准教授 天野 圭子 米子市福祉有償運送運営協議会委員 

鳥取県福祉のまちづくり推進協議会委員 
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委員会等 所属部署 氏名 

米子市交通バリアフリー推進協議会委員 建築デザイン部門 准教授 天野 圭子 

米子市まちづくり活動支援交付金審査会委員 

建築デザイン部門 准教授 小椋 弘佳 
鳥取県都市計画審議会委員 

湯梨浜町公共用地有効利用審査委員会委員 

安来市都市計画審議会委員 

米子市指定管理者候補者選定委員会委員 建築デザイン部門 准教授 北農 幸生 

倉吉市建築審査会委員 建築デザイン部門 准教授 西川 賢治 

倉吉市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 
建築デザイン部門 助教 荒木菜見子 

米子市歴史館運営委員 

鳥取県セーリング連盟常任理事 教養教育部門 教授 青砥 正彦 

米子市地域公共交通会議委員 
教養教育部門 教授 加藤 博和 

米子市立地適正化計画検討委員会委員 

鳥取県警察サイバーセキュリティ対策アドバイザー 教養教育部門 教授 倉田 久靖 

鳥取大学医学部倫理審査委員会委員 教養教育部門 教授 布施 圭司 

米子市立図書館外部委託講師 

教養教育部門 教授 渡邊  健 山陰研究プロジェクト客員研究員 

米子市歴史館運営委員 

米子市建設工事等入札・契約審議会委員 教養教育部門 准教授 小林 玉青 

島根原子力本部エネルギーアドバイザー 教養教育部門 准教授 中島美智子 

米子工業高等専門学校同窓会会長 技術職員 大谷 文雄 

 

 

２．各種イベント・セミナー・会議等 参加状況 

月 日 行事 役職 氏名 

4 6 （公財）中国地域創造研究センター交流会説明(Web会議） 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

医工連携研究センター副センター長 上原 一剛 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

5 

18 第１回地域創生教育プログラム推進委員会(Web会議） 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

26 令和 3年度（一社）鳥取県発明協会第 1回理事会（Web会議） 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

27 米子瓦斯㈱から米子工業高等専門学校への寄附金贈呈式 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

他教職員 4名  

6 

4 第１回地域人材定着推進委員会（Web会議） 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

4 プラットフォーム５＋α運営協議会（Web会議） 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

7 第 1回第 4ブロック研究推進ボード委員会（Web会議） 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

23 第 1回研究推進ボード主査会議（Web会議） 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

7 6 第 1回鳥取県インターンシップ推進協議会（Wｅｂ会議) 産学連携コーディネーター 山本 一志 
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月 日 行事 役職 氏名 

7 27 第 2回地域創生教育プログラム推進委員会（Web会議） 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

8 
5 
6 

大学等と企業の情報交換会（オンライン参加） 産学連携コーディネーター 山本 一志 

10 27 第 3回地域創生教育プログラム推進委員会（Web会議） 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

11 
12 第 2回鳥取県インターンシップ推進協議会（Ｗｅｂ会議) 産学連携コーディネーター 山本 一志 

20 KOSEN EXPO 産学連携コーディネーター 山本 一志 

12 
 

20 
米子信用金庫及び㈱ワーパスから米子高専への寄付物品贈呈
式 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

校長補佐（教務） 新田 陽一 

校長補佐（総務）  髙増 佳子 

他 5 名 

21 第 4ブロック研究助成事業中間報告会（Web会議） 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

22 第 4ブロック研究推進ボード委員会（Web会議） 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

1 

18 第 4回地域創生教育プログラム推進委員会（Web会議） 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

28 
第 4 ブロック産学連携事務担当者スキルアップ研修 （リモート開
催） 

事務部長 小松 圭二 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

企画・社会連携係 木口 佐知子 

2 
24 中国地区テクノセンター長等会議（Web会議） 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

25 第 15回とっとりプラットフォーム５＋α運営協議会（Web会議） 地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

3 

3 第 2回研究推進ボード主査会議 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 

9 第 5回地域創生教育プログラム推進委員会 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

11 第 2回地域人材育成定着推進委員会（Web会議） 
地域共同テクノセンター長 山口 顕司 

企画・社会連携係長 矢田貝 俊一郎 
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Ⅴ．地域共同研究開発推進事業 

過去 10年間の共同研究、受託研究、寄附金の件数と受入金額の推移を下図に示す。受託研究は件数、受入金

額ともに過去 10年間で最多となった。 

 

 

 

 

     

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

金額(千円) 4,023 3,549 5,160 11,973 14,410 17,839 15,358 12,548 13,337 6,662

件数 13 15 21 28 16 21 28 20 17 15
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金額(千円) 22,960 21,921 20,836 26,159 30,057 28,219 25,394 25,190 19,804 19,003
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受託事業、補助金、科学研究費助成事業の件数と受入金額の推移を下図に示す。補助金の件数、金額は増加

した。また、科学研究費助成事業については件数が過去最多となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．  

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

金額(千円) 2,487 427 784 1,610 1,035 204 1,324 3,947 5,365 3,070
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

金額(千円) 12,060 9,716 16,833 17,901 18,760 14,815 15,155 16,966 1,695 2,131

件数 9 8 6 11 10 9 12 11 2 4
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

金額(千円) 14,048 6,844 21,710 13,885 10,725 9,370 8,359 10,140 19,285 18,655

件数 11 8 11 11 11 14 14 15 20 23
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１.共同研究 

 No. 担  当  者 研   究   課   題  受入金額 
申請書 
受 付 

ＣＤ 
関与 

◎ - C 藤井雄三 有用麹菌の育種 0 R2.2.19 - 

 - J 森田一弘 電動シャッターの据付・点検作業支援に関する研究 520,000 R2.4.17 - 

◎ - E 桃野浩樹 CompactDELMA の制御システムの開発 0 R2.4.27 - 

 - E 田中博美 機能性材料薄膜の作製及び表面化学結合状態に関する研究 650,000  R2.10.19 - 

◎ - C 谷藤尚貴 正極有機活物質「ポリスルフィド化合物」の全固体電池への適用検討 0 R3.2.22 - 

 1 C 藤井貴敏 中海におけるファインバブルによる湖沼等水質・底質浄化技術実証研究 2,000,000 R3.3.29 - 

 2 E 田中博美 ナノ物質をトリガーとした酸化物材料作製の基礎検討 266,000  R3.6.18 - 

 3 C 粳間由幸 アップコンバージョンナノ光増感分子の開発 259,000  R3.6.18 - 

 4 A 北農幸生 地場産単板積層材を用いた木造建築物接合部の復元力特性に関する研究 258,000 R3.6.18 - 

 5 
M 
C 

*早水庸隆 
藤井貴敏 ウルトラファインバブル水による壁面洗浄のメカニズム検討と評価 728,000 R3.6.3 - 

 6 C 谷藤尚貴 卵殻の工業利用に関する研究開発 100,000 R3.5.11 - 

 7 C 
J 

青木  薫 
河野清尊 

音声データの解析に関する技術支援 930,800 R3.7.5 - 

 8 
G 
J 
M 

*加藤博和 
 内田雅人 
 木下  大 

大山町が運行しているデマンドバス「スマイル大山号」の運行効率化に関
する研究 

100,000 R3.8.5 山本 

 9 E 桃野浩樹 
回転楕円面メッシュ二次元表示型光電子分光装置 DELMAにおける光電
子回折用制御プログラムの開発研究 20,000  R3.11.2 - 

 10 E 田中博美 機能性材料薄膜の作製及び表面化学結合状態に関する研究 650,000  R3.10.20 - 

 合    計 6,661,800  

 
 

◎は研究費が共同研究者・機関へ配分されたもの又は 0円契約，*は研究代表者 

 

２． 受託研究 

No. 担  当  者 研   究   課   題  受入金額 
申請書 
受 付 

ＣＤ 
関与 

- E 石倉規雄 
PVSの重篤な故障状態を判別する無人診断技術のための故障特性再現 CPS
モデルの開発 

403,000 R2.11.11 - 

1 C 伊達勇介 ヌカカ発生抑制対策効果検証試験 725,000 R3.3.25 - 

2 C 藤井貴敏 中海に係る汚濁原因の調査及び解析 498,750 R3.3.25 - 

3 A 小椋弘佳 史跡米子城跡サイン整備調査研究事業 637,000 R3.4.26 - 

4 
C 

*藤井貴敏 
 伊達勇介 
青木  薫 覆砂をした中海浚渫窪地の環境改善効果の検証 2,199,140 R3.6.4 - 

技 日野英壱 

5 E 田中博美 カラス追尾・撃退のためのドローン自動制御システム 1,940,000 R3.7.9 - 

6 
J 
C 

*徳光政弘 
伊達勇介 

LPWA（LoRa）モジュール搭載 2Uキューブサットによる山間および洋上防災デ
ータの収集技術実証 

946,000 R3.7.13 - 

7 J 河野清尊 上淀廃寺跡周辺における ICTを活用した総合広域観光ガイドシステムの開発 1,030,000 R3.8.11 - 

8 
C 

*藤井貴敏 
 伊達勇介 
青木 薫 中海に係る底質・間隙水調査業務 762,300 R3.8.26 - 

技 日野英壱 

9 J 中山繁生 
網付着物除去のための自動網洗浄ロボットシステムに関する試運転・性能確
認の実施 

390,000 R3.11.26 - 

10 E 田中博美 Ｘ線光電子分光法（XPS）による SiO2/Pd 膜の表面・界面分析 960,000 R3.11.26 - 

11 
C 

*藤井貴敏 
 伊達勇介 
青木 薫 中海に係る窪地調査業務 599,500 R3.12.6 - 

技 日野英壱 

合    計 11,090,690    

*は研究代表者 

（単位:円） 

（単位:円） 
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３．寄附金 

No. 担  当  者 申込者 寄附の目的 受入金額 
申請書 
受 付 

ＣＤ 
関与 

1 E 石倉規雄 ㈲ニシモト 
モバイル型環境モニタリングシステムにおけるエ
ネルギー供給方法の比較検証 

300,000 R3.4.1 西本 

2 M 早水庸隆 ㈲ニシモト マイクロバブルの農業利用に関する研究 300,000 R3.4.13 西本 

3 校長 寺西恒宣 教職員親睦会（寺西） 学生出席システム整備費 75,765 R3.4.15 - 

4 校長 寺西恒宣 米子瓦斯㈱ 
国際性の涵養および社会貢献できるグローバル
人材の育成 

500,000 R3.5.20 - 

5 M 矢壁正樹 ㈱ミツバ 
超音波を用いた接合状態および油膜厚さ測定に
関する研究 

300,000 R3.5.20 - 

6 J 川戸聡也 (公財）マツダ財団 
公開講座「プログラミングにより光る★鳴る♪小さ
なピアノを作ろう！」 

100,000 R3.6.4 - 

7 校長 寺西恒宣 西本弘之 コロナ禍における活動費 1,000,000 R3.6.10 西本 

8 C 谷藤尚貴 四国化成工業㈱ 
カーボンスルフィド類を含む機能性有機硫黄材料
の開発 

200,000 R3.7.9 - 

9 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 国際交流基金 500,000 R3.7.5 - 

10 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 米子工業高等専門学校学校運営のため 1,716,000 R3.7.5 - 

11 A 玉井孝幸 ㈱建築資料研究社 全国高専デザコンに関する費用 500,000 R3.9.28 - 

12 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 教育研究の発展充実のため 10,000,000 R3.10.21 - 

13 M 松本 至 
前田祐治 
(硬式野球部 OB) 

硬式野球部（専）の部活動を支援するための助成 61,000 R3.11.15 - 

14 M 松本 至 徳安哲夫(本校 OB) 硬式野球部（専）の部活動を支援するための助成 10,000 R3.11.29 - 

15 M 松本 至 ㈱アイズ ロボット技術の研究助成 50,000 R3.12.6 - 

16 E 田中博美 
日本ディープラーニン
グ協会 

DCON2022 1 次通過者向けプロトタイプ作成にか
かる諸費用として 

30,000 R3.12.8 - 

17 テクノ 山口顕司 米子高専振興協力会 高専・振興協力会共同研究助成事業 600,000 R3.12.14 - 

18 テクノ 山口顕司 米子高専振興協力会 産学官連携推進事業 200,000 R3.12.14 - 

19 
学生 
課長 

坂野豊和 米子高専振興協力会 高専行事支援（コンテスト支援） 300,000 R3.12.14 - 

20 テクノ 山口顕司 米子高専振興協力会 人材確保支援事業 700,000 R3.12.14 - 

21 A 玉井孝幸 美保テクノス㈱ 
米子高専教授玉井孝幸先生の建築学教育・研究
に関する費用 

500,000 R4.1.6 - 

22 A 小椋弘佳 鳥取ダイハツ販売㈱ 
鳥取ダイハツ販売株式会社 鳥取千代水店 内
装デザイン 

100,000 R4.1.13 - 

23 J 河野清尊 ㈲ニシモト マイクロバブルに関する研究助成 450,000 R4.2.8 西本 

24 C 谷藤尚貴 ㈲ルウ研究所 食品廃棄物のリサイクル研究 50,000 R4.2.22 - 

25 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 教育研究の発展充実のため 460,000 R4.3.24 - 

合    計 19,002,765     

 

 

４．受託事業 

No. 担  当  者 事   業   名 事 業 費 
契 約 
年月日 

ＣＤ 
関与 

1 J 徳光政弘 継続的な超小型衛星開発・運用を通した次世代の高専型宇宙人材育成 2,901,093 R2.9.1 - 

2 G 加藤博和 とっとり消費者大学「くらしの経済・法律講座」 169,400 R3.9.13 - 

合    計 3,070,493     

 

（単位:円） 

（単位:円） 
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５．補助金 

No. 担  当  者 交 付 者 研 究 等 課 題  受入金額 
交 付 
決定日 

ＣＤ 
関与 

1 E 田中博美 
米子市産学官しごとの種（シー
ズ）づくり支援事業補助金 

AI によるカラス飛来の自動検出およびドロー
ン自動制御による撃退システムの研究開発 

200,000 R3.4.19 山本 

2 J 河野清尊 鳥取県 ファインバブル研究会支援補助金 1,200,000 R3.6.11 - 

3 G 堀畑佳宏 鳥取県 とっとりサイエンスワールド開催事業補助金 500,000 R3.6.10 - 

4 
キャリア 
支援室長 

(公財)ふるさと鳥取県定住機構 
オープンファクトリー（県内企業見学会）にか
かるバス代金 

231,000 R3.12.13 - 

合    計  2,131,000     

 

・とっとりマイクロバブル研究会 

 

  日 時  ・技術セミナー＆第 5回全体会（オンライン）  令和 3年 8月 3日（火）15:00～16:30 

     ・打ち合わせ 

       オンライン（水産業分野）         令和 3年  9 月 9日（木）14:00～14:30 

         オンライン（水産業分野）         令和 3年  9月 16日（木）13:30～14:30 

       オンライン（洗浄分野）          令和 3年  9 月 21日（火）10:00～11:00 

  Car Wash GLOW（洗浄分野)         令和 3年 12 月 27日（月） 9:20～10:10 

       フジッコ㈱境港工場・高専（食品加工分野） 令和 3年 12 月 27日（月）13:30～16:30 

     ・マイクロバブル発生装置の評価実験 

メイワフォーシス㈱製「Exoidナノ粒子マルチアナライザー」による実験 

令和 3年 11 月 25日（木）・26日（金） 

メトラー・トレド社製「ParticleTrack D600X」による実験 

                     令和 3年 10月～令和 4年 1月 

       ・マイクロバブル発生装置（中島物産㈱）貸し出し 

令和 3年  9 月～令和 4年 3月 

フジッコ㈱ 境港工場、(地独)鳥取県産業技術センター 食品開発研究所、米子工業高等

専門学校 角田研究室、Car Wash GLOW、弓ヶ浜水産㈱ 

・令和 3年度報告会（オンライン）        令和 4年  3月 13日（日）13:30～17:00 

 JIP環境技術研究会第 6回シンポジウムでの口頭発表で実施した。 
 

場 所 Microsoft Teamsを使ったオンライン及び現地での対面で実施 

 

内 容  マイクロバブル技術を用いて地域課題を解決するとともに、地域産業への導入・社会実装を

目的に、鳥取県の「とっとりファインバブル研究会支援補助金」の支援のもと、「とっとりマイ

クロバブル研究会」を令和元年度に設立し、令和 3年度を最終年度として活動を行った。 

8 月には技術セミナー＆第 5 回全体会をオンラインで開催し、技術セミナーでは、久留米工

業高等専門学校 機械工学科 教授 中武 靖仁氏に「ファインバブルの内燃機関への応用とオン

ライン計測」と題して講演を行っていただいた。 

令和 3 年度も前年度に引き続き「食品加工」、「洗浄」及び「水産業」の 3 分野に取り組み、

打ち合わせ、マイクロバブル発生装置の評価実験、マイクロバブル発生装置の貸し出しを実施

するとともに、3 月には令和 3 年度報告会を、JIP 環境技術研究会第 6 回シンポジウムの口頭

発表として実施した。令和 3年度は特に、各分野に適したマイクルバブル発生装置の検討と評

価実験に取り組み、新たなマイクロバブル発生装置の動作確認と農業分野での有効性を示した。 

 

 

 

（単位:円） 
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６．令和３年度 科学研究費助成事業 

No. 担  当  者 分 担 者 等 研 究 課 題  交付金額 
研究 
期間 

種目 

1 M 早水庸隆 - 
卵管内の力学的環境を考慮した運動良好精子分
離装置の開発 

0 
（期間延長） H30～Ｒ3 基Ｃ 

2 C 粳間由幸 - 
光増感剤内包型アップコンバージョン粒子を活用
した細胞深部がん治療の展開 

1,170,000 Ｒ1～3 基Ｃ 

3 G 鈴木章子 - 
高専生を対象とした内容言語統合型ユニットの開
発と言語項目習得の測定 

390,000 Ｒ1～3 若手 

4 M 上原一剛 - 
革新的な医療機器開発の基盤となる熱設計指針
の提案とその有用性評価 

1,300,000 R2～4 基Ｃ 

5 M 白石僚也 - 
高次炭化水素プラズマ分解による超高効率水素
製造 

780,000 Ｒ2～3 ス支 

6 E  田中博美 - 
高分解能μMRI への応用を目指した脱着可能な
Bi系高温超伝導接合の臨界電流改善 

500,000 H29～Ｒ2 基Ｃ 

7 J 山本英樹 - 
水分凍結時の誘電率変化を用いた食品等貯蔵物
の凍結検出システムの開発 

520,000 R2～4 基Ｃ 

8 J 徳光政弘 - 
誤りを含む人工衛星テレメトリデータの多地点受信
データ群を活用した元データ推定手法 

1,170,000 R2～4 基Ｃ 

9 G 渡邊 健 - 
近世後期の鳥取の和歌に関する資料調査と総合
的研究 

520,000 R2～5 基Ｃ 

10 G 中島美智子 - 
SDGsを見据えた理工系学生のための技術者倫理
教育プログラムの開発 

780,000 R2～4 基Ｃ 

11 G 濱中 良 - 
障害者スポーツを取り入れた体育授業のモデル構
築および教育効果の検証 

1,300,000 R2～4 若手 

12 A 天野圭子 - 
サービス付き高齢者向け住宅と自治体の連携によ
る災害対策実現に向けた計画立案方法 

910,000 R3～5 基Ｃ 

13 A 小椋弘佳 - 
地方商業空間に生み出されるパブリックスペース
の地域拠点としての役割と発展性の解明 

780,000 R3～6 若手 

14 C 村田和加惠 - 
ミトコンドリアの形態異常に起因する諸疾患に対す
る新規ターゲットとしての微小管 

1,430,000 R3～5 若手 

15 C 清水剛志 - 
金属有機構造体を正極活物質とした、正極/電解
液界面における脱溶媒和の制御 

4,030,000 R3～4 若手 

16 A 畑中 友 
東北工業大学  
薛 松濤 

実構造物による免制震装置の補修方法の有効性
検証、新たな提案及び同定手法の研究 

130,000 H30～R4 基Ｃ 

17 E 桃野浩樹 
奈良先端科学技術大
学院大学 服部 賢 

MOS構造表面の吸着分子に対する触媒会合化
学反応のゲート電圧による電子制御 

260,000 R1～3 萌芽 

18 C 谷藤尚貴 
関西学院大学  
吉川浩史 

電子活性部位を有する新規硫黄共重合体の創製
に基づいた高性能硫黄二次電池の開発 

0 R1～3 萌芽 

19 C 村田和加惠 
大阪市立大学  
荻田 亮 

長寿化酵母を利用する発酵生産技術の開発 260,000 R1～3 基Ｃ 

20 A 畑中 友 
東北工業大学  
船木尚己 

危険性自己発信機構を有するあと施工アンカーの
開発と実建物への適用可能性の検証 

195,000 R2～4 基Ｃ 

21 M 上原一剛 
鳥取大学 
植木 賢 

自動音声による挿入指導および評価機能を有す
る大腸内視鏡シミュレータシステムの開発 

520,000 R3～5 基 B 

22 E 石倉規雄 
大阪電気通信大学  
濱田俊之 

故障しにくく尚且つ故障後も安全を確保できる太
陽光発電システムの安全技術開発 

650,000 R3～5 基 B 

23 A 小椋弘佳 
島根大学 
細田智久 

山間地域自治体での地域コミュニティ維持に向け
た公共公益施設の再編効果と課題の解明 

130,000 R3～5 基Ｃ 

合    計  18,655,000     

 

７．地域共同技術研究・開発援助費 

No. 申   請   者 共 同 研 究 題 目 決定額 
研究終了 
予定 

1 M 木下 大 
機械学習手法による音感検査の自動化を目指したインライン音判別検証ツールの
開発 

150,000  Ｒ3年度末 

2 E 田中博美 カラスによる農作物被害の抑制を目指した物体検出法の応用 150,000  Ｒ4年度末 

3 J 角田直輝 炭酸ガスファインバブル含有水処理による大豆の新規加工前処理手法の開発 150,000  Ｒ3年度末 

4 C 藤井貴敏 廃油に含まれるトリクロロエチレン除去技術の開発 150,000  Ｒ3年度末 

（単位:円） 

（単位:円） 
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Ⅵ．地域共同教育事業 

１．公開講座・出前講座・連携講座 

本校では地域貢献、青少年への科学技術教育、生涯学習などを目的に、小中学生から社会人までを対象とし

た各種講座を実施している。受講者アンケートの結果では、5段階評価中の上位「大変満足」「まあまあ満足」

が多くを占めており、高い満足度が得られている。令和 3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、公

開講座・連携講座は規模を縮小して開催、出前講座については中止とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域共同テクノセンター発行／令和 3年度「イベントガイド」（一部抜粋） 

【公開講座】 

「プログラミングにより光る★鳴る♪小さなピアノを作ろう！」 

独自に開発した教材（電子ピアノ）を題材として、電子工作とプ

ログラミングを体験する内容とした。本講座の受講により理解

が深まったと考えられる。 

【公開講座】 

「インテリア雑貨『クリスマスリース』を作ろう！」 

不用品と建築材料の素材を生かし作成したリース台を用い

た、インテリア雑貨製作講座である。参加者は、好きな材料

を選びオリジナルなリース作りを楽しんだ。 
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公開講座・出前講座・連携講座の開講件数と受講者数の推移（過去 10年） 

 公開講座・出前講座・連携講座の受講者数と件数の推移を下図に示す。公開講座は 23件開催予定だったが、

コロナウイルス感染拡大防止のため 7 件中止とした。感染症対策を徹底し、受講者数を少なくして実施した

が、申し込みは多数あった。満足度も以前と同様に高かった。出前講座・連携講座はコロナウイルス感染症対

策のため中止とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

※連携講座は、大型イベント等への参加もあるため、受講者数はカウントしない 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

受講者数 353 449 378 425 438 375 597 367 148 147

開講件数 14 14 19 15 14 16 21 20 15 16
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公開講座 

 

№ イ ベ ン ト 名 開催日時 開催会場等 対 象 
参加人
数 

担当教員等 
満足度 

(％) 

1 エンジョイ科学館 

機械システム館 

7/10 
（土） 

10:00～15:00 米子高専 中学生 

15 名 
権田（岳）、木下、

森 

100 

おもしろ音声館 19 名 

権田（英）、新田、

宮田、浅倉、奥雲、
石倉、桃野 

情報システム館 16 名 
角田、森田（一）、
徳光、川戸 

科学捜査館 7 名 
村田、藤井（雄）、
日野 

建築館 7 名 前原 

数学館 8 名 堀畑、大庭 

2 
スクラッチで簡単にゲームを作ろう！ 
（女子中高生優先） 

7/17 
（土） 

10:00～12:00 米子高専 中高生 6 名 奥雲 100 

3 
脳波を使って集中力や瞑想力を測ってみよう！

（女子中高生優先） 

7/17 

（土） 
13:00～15:00 米子高専 中高生 7 名 本村 100 

4 親子ふれあい科学教室 2021 
7/22 

(木) 
9:00～16:00 

中止 
（テキストをメール
に添付して配付） 

小学 5、6年生と 

その保護者 

20 組 

40 名 

権田（英）、宮田、
石倉、伊達、齋木、 
日野 

- 

5 リサイクル工作『ランプシェード』 
7/31 

(土) 
10:00～12:00 中止 

（工作材料一式と
作成マニュアルを

郵送） 

小学生 12 名 上田 - 

6 インテリア雑貨『ドールハウスな時計』を作ろう！ 
8/21 
(土) 

10:00～12:30 小中学生 15 名 上田 - 

7 ボッチャを通じて SDGｓを学ぼう！ 
8/28 
(土) 

9:00～11:00 中止 
小学 5 年生～ 

高校生 
- 濱中、南、大野 - 

8 
とっとり県民カレッジ連携講座  

米子高専文化セミナー 

9/12 

(日) 
13:00～14:30 中止 一般 - 藤井（貴） - 

9 自己分析をして勉強の目標を明確にしよう！① 
9/25 
(土) 

9:30～15:30 中止 中学生 - 角田 - 

10 
パラスポーツを通じて感覚とコミュニケーション能
力を磨こう 

！ 

10/9 
(土) 

10:00～12:00 米子高専 
小学 5 年生～ 

高校生 
5 名 大野、濱中、南 100 

11 『ハロウィンのジオラマ』を作ろう！ 
10/23 

(土) 
10:00～12:30 米子高専 

小学 3 年生～ 

高校生 
11 名 上田 90 

12 
ロボットカーでライントレースに挑戦（女子中高生
優先） 

11/6 
(土) 

13:00～15:00 米子高専 中高生 3 名 権田（岳） 100 

13 インテリア雑貨『クリスマスリース』を作ろう！ 
11/13 
(土) 

10:00～12:00 米子高専 
小学 3 年生～ 

高校生 
10 名 上田 100 

14 自己分析をして勉強の目標を明確にしよう！② 
11/27 

（土） 
9:30～15:30 米子高専 中学生 2 名 角田 100 

15 
プログラミングにより光る★鳴る♪小さなピアノを
作ろう！① 

12/12 
（日） 

9:00～12:00 米子高専 
小学 5 年生～ 

中学生 
11 名 川戸 100 

16 
プログラミングにより光る★鳴る♪小さなピアノを
作ろう！② 

1/16 
（日） 

9:00～12:00 米子高専 
小学 5 年生～ 

中学生 
9 名 川戸 100 

17 
プログラミングにより光る★鳴る♪小さなピアノを

作ろう！③ 

1/16 

（日） 
13:30～16:30 米子高専 

小学 5 年生～ 

中学生 
11 名 川戸 100 

18 身近な医薬品の合成（女子中高生優先） 
1/22
（土） 

10:00～15:00 中止 中高生 - 粳間 - 
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エンジョイ科学館 

 

日 時 令和 3年 7月 10日（土）10：00～15：00 

場 所 米子高専 

対 象 中学生 

内 容  本校の専門性を生かした講座を通じてものづくりの楽しさを体験してもらい、科学への興味や

学習意欲を高めることなどを目的として、平成 7年度から中学生向け体験イベント「エンジョイ

科学館」を実施している。今年度は、鳥取・島根の中学生を中心に 72 名が参加した。オープン

キャンパスとは違い中学 1・2年生も参加できることもあり、毎年人気のイベントとなっている。 

 

今年度は、「機械システム館」「おもしろ音声館」「情報システム館」「科学捜査館」「建築館」 

「数学館」の 6講座を開講した。コロナウイルス感染拡大防止のため、高専生の補助、保護者の

見学はなしとしたが、担当講師に教えてもらいながら、ロボット製作やコンピュータのプログラ

ミング、試薬を使った科学実験などに挑戦した。参加者からは「センサーを使って机から落ちな

いようにしたり、ライントレースというラインをそってロボットが動くプログラミングをするこ

とができて、とても楽しかったし勉強になりました。（機械システム館）」などそれぞれの館に対

する感想のほか、「普段できない経験ができて良かった」「先生の説明が分かりやすかった」「イ

ベントにまた参加したい」など高評価を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【建築館】 

材料を工夫して夏を涼しく住める家模型
をつくり、完成した家模型に電球の光を 

あて、内部の温度上昇を小さくできたか
確認した。 
 

【情報システム館】 

光センサーとタッチセンサーを利用して

パソコンでプログラミングを行い、オリ

ジナルロボットを動かした。 
 

【科学捜査館】 

科学捜査の最新技術「DNA鑑定」で容疑者

の中から真犯人を探し出した。また、いろ

いろな物質の形も調べた。 

【おもしろ音声館】 

ボイスチェンジャーを作って、自分の声

をロボット、男性・女性などの声に変えた

り、エフェクトを加えた。 

【機械システム館】 
黒い線をたどって走る「ライントレースロ

ボ」を組み立てるだけでなく、プログラミ

ングにも挑戦した。 

【数学館】 

身近なパズルやゲームを楽しみながら、
その中に隠された数学に触れてみた。 
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２．地域ニーズ対応共同教育(新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み開催を中止) 

実践的な問題設定と課題解決能力を養うことを目的として、地元企業が抱える課題やニーズを卒業研究・

特別研究等のテーマに設定し、企業技術者等と「地域ニーズ共同教育」を行っている。 

これらの活動を通して学生の意識を地元企業に向けさせ、人材の地域定着を図る狙いもあり、ものづくり

の基盤技術を承継すると同時に、地域の人材の循環サイクルを確立することも長期的な視野に入れている。 

 

 

３．専攻科「お試し講座」(新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み開催を中止) 

 平成 18年度後期より、米子高専振興協力会会員企業の社員を対象に、無料で本校専攻科開講の講義を受

講できる「お試し講座」を開講している。この講座では、専門技術等が学習できる機会を提供することで

社員個々の技術および基礎知識のレベル向上を図り、高専と企業間の連携を強化することを目的としてい

る。会員企業へは、専攻科のシラバスと案内状を配布している。 

 

Ⅶ．情報発信事業 

１．一般教養番組「米子高専知的セミナー」 

平成 23 年 3 月から、中海テレビをはじめとする地元ケーブルテレビ・ネットワーク網を利用した「鳥取

県民チャンネル」で、一般教養番組「米子高専知的セミナー」（15 分番組）を放送している。本年度も引き

続き本校の様々な分野の教職員が、普段の生活の中で役立つ話や教養を高める話題を取り上げた。 

なお、放送された番組は、「鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会」ホームページの「動画コンテンツ」

にアップされている。 

（鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会ホームページ ： http://www.tottorikenmin-ch.com/contents/kosen.html ） 

 

米子高専知的セミナー 令和 3年度 放送内容一覧 

放送月 内容 担当 

4月 米子のまちとアートの試み 建築デザイン部門 教 授 髙増 佳子 

5月 デザコン 2020 ペーパーブリッジコンテスト 建築デザイン部門 准教授 北農 幸生 

6月 宇宙人材育成の取り組み 情報システム部門 准教授 徳光 政弘 

7月 電気の形を変える！ 電 気 電 子 部 門 准教授 石倉 規雄 

8月 AI と機械学習 情報システム部門 助 教 内田 雅人 

9月 高校生のための映画製作入門 化学・バイオ部門 教 授 田中 晋 

10月 米子高専の改組による SDGｓの取り組み 化学・バイオ部門 教 授 小川 和郎 

11月 
鳥取県における木質構造建築の動向～地域産材をと

りまく環境と課題～ 
建築デザイン部門 教 授 稲田 祐二 

12月 
鳥取県における木質構造建築の動向～地域産材木

質構造建築の普及拡大を目指して～ 
建築デザイン部門 教 授 稲田 祐二 

1月 地域における防災意識 建築デザイン部門 准教授 天野 圭子 

2月 女子学生による早期 STEM教育 化学・バイオ部門 准教授 粳間 由幸 

3月 プラズマを使ったクリーンエネルギー製造 機械システム部門 講  師 白石 僚也 

 

 

http://www.tottorikenmin-ch.com/contents/kosen.html
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Ⅷ．その他 

１．地域共同テクノセンター運営委員会 

日 時 第 1回 令和 3年 11月 9日（火）16：00～ 

第 2回 令和 4年 2月 15日（火）16：00～ 

会 場 米子高専 大会議室または Microsoft Teamsによるオンライン開催 

内 容  地域共同テクノセンター運営委員会は、地域共同テクノセンターの運営、事業、その他重要

な事項について審議する組織として平成 21 年に設置された。本年度は山口センター長、南副

センター長、内田センター長補、吉田総務課長、コーディネーター3名に加え、各部門委員であ

る機械システム部門 松本 至 教授、電気電子部門 松本 正己 教授、情報システム部門 山本 英

樹 教授、化学・バイオ部門 青木 薫 教授、建築システム部門 荒木 菜見子 助教が主な構成員

となり開催された。 

第 1回は令和 2年度の事業報告、令和 3年度の事業計画及び予算案の審議や、各種講座の中間

報告、米子高専振興協力会事業「人と技術を育てる(h-BeYOND)」の報告等が行われた。 

第 2回は令和 4年度予算及び事業計画、イベントの実施等について審議された。 

 

 

２．ＦＤ・ＳＤ研修会 

 ・科研費関係 

日 時  令和 3年 9月 8日（水）10：00～11：45 

会 場  米子高専 合同講義室または Microsoft Teamsによるオンライン開催 

演 題  「科研費採択者の創意工夫の事例」 

講 師  阿南工業高等専門学校 副校長・教務主事 創造技術工学科 教授 坪井 泰士 氏 

     米子工業高等専門学校 機械システム部門 上原 一剛 准教授、電気電子部門 田中 博美 准教 

授、化学・バイオ部門 村田 和加惠 准教授、建築デザイン部門 天野 

圭子 准教授、教養教育部門 濱中 良 助教 

内 容   教員及び技術職員に対し、科学研究費申請書の書き方等について、他機関の審査経験者を講

師に招き、事例を紹介しながら申請のポイント等のレクチャー、意見交換等を行う研修会を開

催した。 

 また、本校からも近年科研費に採択された 5名の教員が講師となり、それぞれ申請書作成に

あたって注意した点などについて、経験を披露した。 

 

 

３．米子高専生のための進路研究セミナー（コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

日 時  令和 4年 1月 23日（日）9：30～16：00 

内 容   本セミナーは、企業・大学の担当者より直接話を聞いた 

り、企業内での高専生の活躍などを知る貴重な機会であり、 

就職活 動やインターンシップ等への理解を深める場とし 

て平成 19年度から実施している。 

米子高専の本年度本科求人倍率 26倍、専攻科求人倍 

率 100倍超えという高い求人倍率を反映し、単独高専の 

開催としては全国最大級で行っているものである。本年 

度は対面式での実施を予定していたが、コロナ感染者が 

       拡大したため急遽中止とした。 

 

  リーフレット▶ 
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４．米子高専技術シーズ集 2021の発行 

米子高専教員の研究内容や技術相談対応可能分野等を掲載し、本校の保有するシーズを広く校外の方々

へ周知するために、技術シーズ集の令和 3年度版を発行した。本年度からは新たに SDGsとの関連を各教員

ページと巻末に記載した。 

また、重点課題のひとつである鳥取大学医学部との医工連携推進を受け、医療福祉機器分野における連携

や新技術の創出を目的として、医工連携関係シーズも掲載している。 
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Ⅸ．報道等 

１．米子工業高等専門学校広報誌（彦名通信）抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・彦名通信 vol.204 令和 3 年 6 月発行（キャリア支援室、高専連携衛星 2 号機「KOSEN-2」

の開発と継続した宇宙人材育成について） 
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・彦名通信 No.205 令和 3年 12月発行(特別行事について 他) 
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・彦名通信 No.206 令和 4 年 3 月発行(「米子高専生のための進路研究セミナー、SDGｓへの取

り組みについて) 
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２．新聞・雑誌等掲載一覧  

一般紙 

年 月 日 曜日 記事タイトル 新聞紙名 
掲載 

ページ 

3 4 6 火 「リケジョ」の魅力って 米子高専などロールモデル集作成 女性研究者の日常など紹介 日本海新聞  

3 4 16 金 イップス越え 感謝胸に 困難支えた他校の仲間 日本海新聞  

3 4 18 日 新型コロナ 飛沫防止ボックス開発 産学連携で 山陰経済新聞 27 

3 4 22 木 リケジョ育成 手応えあり 出前授業や講演会展開 米子高専 新入生大幅増 山陰中央新報 33 

3 5 4 火 交流の花咲かそう 山陰中央新報 27 

3 5 30 日 水中ドローン調査開始 米子高専生ら協力 海水を採取 朝日新聞  

3 6 1 火 観賞時に腰掛けて 山陰中央新報  

3 6 1 火 工夫満載ベンチ 座って 米子高専生 花回廊に寄贈 読売新聞  

3 6 1 火 グローバル人材育成に活用へ 米子ガスグループ 米子高専に寄附 日本海新聞 33 

3 6 1 火 手作りベンチ 花回廊に寄贈 米子高専生 日本海新聞 33 

3 6 9 水 鳥大、看護大、鳥短大、米子高専 ワクチン接種実施 日本海新聞  

3 6 10 木 職場接種 鳥取 4 件、島根ゼロ 打ち手と会場確保課題  山陰中央新報  

3 6 11 金 1000 人要件 工夫でクリア ワクチン職域接種 県内でも  読売新聞  

3 6 17 木 ちくわで身近に LGBT 山陰中央新報  

3 6 17 木 池の水質 改善への「歩み」 人力で底かき混ぜ酸素注入 中海隣接 米子高専生ら実験 朝日新聞  

3 6 17 木 1.74 メートルちくわ 世界一狙い試作 米子の専修学校生 読売新聞  

3 6 17 木 虹色の豆腐ちくわ完成 米子ファッションビジネス学園 世界記録挑戦へ試作 日本海新聞  

3 6 18 金 長～いちくわで目指せ一番 米子・専修学校生ら 秋に世界記録挑戦 毎日新聞  

3 6 23 水 NIE 実践指定校 4校決まる 読売新聞  

3 6 23 水 ヌカカ発生住民悲鳴 一部地域で例年以上の被害 日本海新聞  

3 6 23 水 NIE 実践指定 4 校に認定証 新会長に米子高専加藤氏 日本海新聞  

3 6 24 木 NIE 今年度実践校に 4小中高決まる 推進協議会長に加藤氏 朝日新聞  

3 6 30 水 NIE 新会長に加藤氏 県推進協総会 毎日新聞  

3 7 11 日 模型で夏涼しい家 山陰中央新報 33 

3 7 16 金 NIE 通信社や報道 役割学ぶ 米子高専 4年 47 人 読売新聞  

3 7 16 金 NIE 「早く、広く、深く」が役割 共同通信社鳥取支局 米子高専で出前授業 日本海新聞  

3 7 23 金 NIE 通信社の役割を出前授業で学ぶ 米子高専 毎日新聞  

3 8 22 日 受賞励みにさらに高みへ 山陰中央新報 30 

3 9 3 金 
コロナ禍、活動の制限も諦めず 表現への情熱が結実 米子高専放送部 N コンで 2部門、優

良賞受賞 
日本海新聞  

3 9 14 火 NIE 鳥取県 NIE推進協新会長に就任 米子高専・加藤博和教授 日本海新聞 29 

3 9 17 金 第 26回 NIE全国大会 新聞で新しい学びを 日本海新聞  

3 9 18 土 鳥取こどもみらいろ応援団 学びを実務に 改修工事 米子高専生 朝日新聞  

3 9 24 金 「リケジョ」育成 準グランプリ 米子高専が中高生に出前授業 実験講座や講演会充実 山陰中央新報  

3 9 25 土 ヌカカ 弓浜全域駆除 米子市 22年度対象拡大 山陰中央新報 27 

3 9 26 日 高専衛星打ち上げへ 米子など 10校共同開発 山陰中央新報  

3 9 26 日 ‶高専衛星〟打ち上げへ 米子など全国 10 校共同開発 日本海新聞  

3 10 2 土 小型ロケット発射 緊急停止 米子高専生らの衛星搭載 山陰中央新報  

3 10 5 火 延期のロケット 7 日打ち上げへ 国立高専衛星など搭載 日本海新聞  

3 10 9 土 リカジョ賞 米子高専が準 GP 中学生に理系魅力伝える 日本海新聞 30 

3 10 13 水 地域防災の一翼 米子市消防団彦名分団「学生消防団員」 日本海新聞  

3 10 13 水 米子高専生が希少植物発見 水草「セトヤナギスブタ」「マルミスブタ」 日本海新聞 33 

3 10 16 土 憩いの場を学生たちの手で 米子高専 3 年計画のプロジェクト 旧ボイラー室を改修 日本海新聞 34 

3 10 19 火 森林整備の重要性学ぶ 米子高専生が間伐体験 日本海新聞 34 

3 10 22 金 米子高専が 4度目 V 19年ぶり全国大会へ 日本海新聞 30 

3 10 28 木 政策一致する政党は？ 米子高専で主権者教育授業 「ボートマッチ」活用 日本海新聞 34 
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年 月 日 曜日 記事タイトル 新聞紙名 
掲載 

ページ 

3 11 6 土 卵殻で「PM2.5」削減 SDGｓ動画コンテスト最優秀賞 日本海新聞 31 

3 11 10 水 イプシロン打ち上げ成功 米子高専など衛星 9 機搭載 日本海新聞 28 

3 11 10 水 高専衛星やっと打ち上げ 9 機搭載の小型ロケット 山陰中央新報  

3 12 1 水 NIEの教育効果は 加藤県推進協会長が講演 日本海新聞  

3 12 2 木 文章を読み解く力に新聞の活用が有用 米子で加藤氏講演 山陰中央新報  

3 12 10 金 バドミントン全国高専体育大会 山根 3 位 男子シングルス 日本海新聞  

3 12 23 木 分別ダスターを米子高専に寄贈 ワーパスと米子信金 日本海新聞 35 

3 12 28 火 高専デザインコンペ 入賞者が市長に報告 日本海新聞 31 

3 12 31 金 米子高専 3 人が研究 学会発表会で高評価 海外での野外実験視野 山陰中央新報 31 

4 1 7 金 就活に役立つ読み方学ぶ 米子高専で新聞教室 山陰中央新報  

4 1 7 金 記事 読み方書き方学ぶ 米子高専生 40人ら 読売新聞  

4 1 7 金 新聞の効率的読み方学ぶ 米子高専で出前授業 日本海新聞  

4 1 8 土 「逆三角形」構成 就活にも役立つ 米子高専で出前授業 朝日新聞  

4 1 15 土 米子高専放送部が最優秀賞 高校ラジオ作品コンクール 発想豊かにドラマ制作 山陰中央新報  

4 1 18 火 全国高専デザインコンペ 米子高専が 4 連覇 構造部門 紙製の橋で工夫 山陰中央新報  

4 1 28 金 宇宙産業チャレンジ 参加企業 74社に 鳥取県 山陰経済新聞 28 

4 2 9 水 東海ラジオ高校ラジオ番組コン 米子高専 初の最優秀 映画コン 2 部門でも受賞 日本海新聞 32 

4 2 19 土 若者定住プロジェクト 「挑戦」 ジモトで CHALLENGE 輝く 高校生 日本海新聞  

4 2 25 金 GCON 2021 地方創生、AI活用などアイデア続々！ 高専女子の技術 未来変える 日本経済新聞  

4 3 18 金 学生目線で公共施設 山陰中央新報 35 

4 3 23 水 ふるさと大賞 2021 倉吉市 スポーツ文化功労章 日本海新聞  

4 3 29 火 
ピクニック弁当を考案 常温でもおいしく 「発酵を科学する」アイデアコンテスト米子高専生が

優秀賞 
日本海新聞 32 

 

文教速報・文教ニュース 

年 月 日 曜日 記事タイトル 新聞紙名 
掲載 

ページ 

3 7 30 金 米子高専が中学生向けイベント「エンジョイ科学館」を開催 文教速報  

3 8 27 金 米子高専で新型コロナワクチン職域接種開始 文教速報  

3 9 6 月 米子高専 新型コロナ ワクチン職域接種開始 文教ニュース  

3 10 15 金 米子高専主催「ガールズプロジェクト」が日産財団リカジョ育成賞準グランプリ受賞 文教速報  

3 10 18 月 日産財団リカジョ育成賞 米子高専、準グランプリ受賞 文教ニュース  

3 11 29 月 高知や群馬など 10高専が開発 超小型衛星「KOSEN-1」打上げ成功 文教ニュース  

4 1 24 月 米子高専 SDGs 推進に係る寄贈品 文教ニュース  

4 1 31 月 米子高専で SDGｓ推進寄贈品贈呈式 文教速報  

4 2 18 金 米子高専で第 4 ブロック産学連携事務担当者スキルアップ研修 文教速報  

4 2 21 月 産学連携事務担当者ら 米子高専、スキルアップ研修 文教ニュース  

 

雑誌等その他掲載記事 

掲載誌名 記事タイトル等 
掲載 

ページ 

Chizai Tottori（2021 年 6月号 vol.123） 令和 3 年度（一社）鳥取県発明協会 第 1回理事会  

山陰経済ウイークリー（2022 2/1▶2/7） 米子信金が SDGs私募債発行手数料活用してダストボックス寄贈  

高専の研究力  高専の研究・産学連携活動  
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３．新聞記事抜粋 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学官連携 

山陰経済新聞 令和 3年 4月 18日（日）中旬号 1面 

（一部レイアウトを変更しています） 

山陰中央新報 令和 3年 5月 4日（火）20面 

山陰中央新報 令和 3年 9月 25日（土）25面 
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日本海新聞 令和 3年 11月 10日（水）26面 

山陰経済新聞 令和 4年 1月 28日（金）下旬号 2面 
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教職員の活躍 

日本海新聞 令和 3年 9月 14日（火）21面 
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 学生の活躍 

山陰中央新報 令和 3年 8月 22日（日）20面 

日本海新聞 令和 3年 10月 9日（土）21面 

日本海新聞 令和 3年 10月 22日（金）17面 
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日本海新聞 令和 3年 11月 6日（土）23面 日本海新聞 令和 3年 12月 28日（火）14面 

山陰中央新報 令和 3 年 12 月 31 日（金）22 面
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日本海新聞 令和 4 年 2 月 9 日（水）20 面

 

日本海新聞 令和 4 年 3 月 29 日（火）19 面
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  その他 

山陰中央新報 令和 3 年 4 月 22 日（木）24 面

 

日本海新聞 令和 3年 6月 1日（火）23面 

山陰中央新報 令和 3 年 7 月 11 日（日）26 面

 

日本海新聞 令和 3年 10月 13日（水）21面 

日本海新聞 令和 3年 6月 1日（火）20面 
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日本海新聞 令和 3年 10月 16日（土）20面 

日本海新聞 令和 3年 10月 19日（火）20面 

日本海新聞 令和 3年 10月 28日（木）28面 
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日本海新聞 令和 3年 12月 23日（木）21面 

山陰中央新報 令和 4年 3月 18日（金）24面 
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４．米子商工会議所報 シャンブル 抜粋 

令和 3年 5月号 
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令和 3年 8月号 
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令和 3年 11月号 
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令和 4年 2月号 
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Ⅹ．令和 3年度 米子高専地域共同テクノセンタースタッフ 

 

 

センター長   山口 顕司 (機械システム部門 教授） 

 

 

  

 

          副センター長   南 雅樹 (教養教育部門 教授) 

           

 

 

 

                 

センター長補   内田 雅人 (情報システム部門 助教)    

  

 

 

総務課長 吉田 雅人 

 

総務課 企画・社会連携係 矢田貝 俊一郎、 藤野 仁美、 木口 佐知子 

 

コーディネーター 

・産学連携コーディネーター【鳥取県西部地区担当】 

  山本 一志 

・産学連携コーディネーター【鳥取県東中部地区担当】 

  西本 弘之 

・産学連携コーディネーター【全国区担当】 

杵築 邦昌 



企業等のメリット

○外部資源を活用した効率的な開発

○新しい発想を取り入れた技術革新

○米子高専との連携で学生の採用へつながる可能性

令和３年度 米子工業高等専門学校 地域共同テクノセンター活動報告
本活動報告の掲載文・写真・図の一切の無断転載を禁じます

米子高専_テクノセンター

TEL:0859-24-5007

米子工業高等専門学校
地域共同テクノセンター

FAX:0859-24-5009
E-mail:kikaku@yonago-k.ac.jp

〒683-8502
鳥取県米子市彦名町4448

https://www.yonago-k.ac.jp/center/
米子高専地域共同テクノセンター

コンビニ

コンビニ ハンバーガーショップ

レンタルショップ GS

米子北斗
中学・高校

技 術 相 談 等 の お 申し 込 み・お 問 い 合 わ せ

スーパーマーケット
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